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【環境教育年間指導計画】

学期末に|ま 、各部
会 が行 われ 、学 期
の反省 と次 の学 期
へ の志 向が行 われ
る。そこで、「社会
の 中で ～」 α)部 会
にお い て、環境 活
動 に対 す る評価 を

行 つてい くこ とに
した。 担 当者 だ け
が環境に対する活動

行つてい くので

はな く、他の職
員を巻 き込みな
がら環境 ISO活
動を行つてい く
ことに した。 ま
た、今年は行動
計画を立てるこ

とによって、計
画的に活動を行 うことに した。

T
よ うに呼びかけた。毎 日のバケツ

使用状況 もチェックした。バケツ

使用は、習 ll■化 してきている。

「I贅 食な〔)に す4
す こやか委

員 に よ る栽
培 活 動 や 担

任 に よ る食
育 の 日メニ

ュー紹 介 に
よって、各

クラスとも残食はほぼ 0に なつて
いる。

(1,再 生驚1■卜千11曝

職員室で使 う紙は再生紙を

利用 し、職員へのプ リン ト配
布用には裏紙を利用す るよ う
に した。
こl校 鋼崚麟ゲ)使 黎を西こ慮す 4

各教室にインターホンがあ
るため、職員や生徒の呼び出
しは放送ではなくそれで行 う
ようにした。

テ iイ をイ年う
フウセ ンカズ

ラや ゴーヤ、ア

サガオな どのツ
ル性植物 を使 つ

てグ リー ンカー

テンを作 つた。
夏の間の暑 さ対
策 に 一 役 買 つ

た。
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昨年度の宣言文を元に環境芥員会でアンター トを行い、IIf年 度から
継続 して取り組むものとして、節電や出力登校が上がった。また新た
な取り組みとしてポスター作製や、調査活動を行い、行動ができたク
ラスに表彰を行 うなどのアイデアも出てきた。 自分たちが行つた行動
が、環境にどのように影響するのかを示すために、どれだけ C02が
削減できるのか、22ペ ットボ トルで示 1/て 宣書内容の提案を行つた。
「地球の平均気温が 2℃上がると地球はどうなつてしまうのか ?Jと
いう内容を盛 り込むことによって、ISO活 動の重要性も示した。

【環境 ISO校 内組織図1

【環境 ISO行動計画】

前年度 と比較できるように

なつている。 4‐ ～ 6月 は前年
度 よりも低かったが、今年は

猛暑のため、 7～ 9月 は電気
代 が昨年度 よ りも高 くな つ

た。また、耐震工事に伴い、
教室や廊下に 日射 しが差 し込
まないこともあ り、 日中は校
舎内は蛍光灯を点灯 している
ことが多かったことも関係 し
ていると考えられる。

左のグラフは、あるクラスの一

学期 と工学期 (11月 途 中)ま での

比較である。調査活動の結果 をグ
|ラ フ化 し、クラスに掲示す ること

,嘲 に よつて、各 クラスの生徒が意識
1群肝 できるよ うに した。 この結果 、一

‐学期 よりも意識 して節水をした り、
係 を中心に節電 を心がけるよ うに

|な つた。
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【一学期の調査結果より】

見直しの結果は、生徒議会に挙げる共に、
した。
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環境委員が各 クラスに報告
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生徒集会で、今年
度の ISO宣書を採択
されッたことで、集会
で使 つた広用紙 を、
中央廊下に掲示 した

す ることによつて、
常に生徒、職員が意
識 で き る よ うに し

(鸞 )寧絞醗襲鱗
学校版環境 ISOに は、例年取り組んできたが、宣言は行 うが、その

後の行動はなかなか活性化 しないままであつた。そこで、昨年度より、
環境委員会と美化委員会を独立させ、環境委員会は学校版環境 ISOを
中心に行つていくこととした。そこで、昨年度より宣言についての調
査活動を行ったりゝ生徒会執行部や他の委員会と協力して取り組むよ
うになった。調査活動をすることで少しずつ生徒や職員に意識がでて
きたが、徐々に薄ねノてき。たという結果になつた。そこで、今年は、行
動することがどんな成果をうむのか、なぜ行動が必要なのかを知らせ
ていく活動を取り入れていくことを心がけた。
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掃除 の時 FH3だ けでなく、移動教室
の ときな どは、教室の電気を消す よ

うに呼びかけた。
11養 角話校きi饉 める

徒 歩 や
自転 車 で
の 登 校 を
基本 とし、
毎 日調 査
活 動 を行
っ た 。 生

徒会でも自力登校は呼びかけている
が、環境委員会で呼びかけることに

よって、環境への視点を生徒に持た
せ ることを心がけた。

【生徒】 凸掲鷲群‖1鼻 ?答内

①清掃時の電気は使用を節約し、C02を Rll減 します。

②清機 l・l、 バケッの1椰の本で掃除をし、CO霊を削減します。

③徒歩や自轄車での自力難 をして、CO Pを 肖げ減します。
①総食①餞食を0に し、CO餞をHIJ滅 します。
⑬アルミ缶を年FHlで 3000個集めます.

一つの数室で30本分

数室ず回●掃除で31本分

1■ mあたり13日本分

丼碗1杯で31本静
lJ藝機1アルミ缶で23本分

【平成22年度環境教育全体計画】
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【職員】
容内 数値目標

①紙Jp消費を抑え再生紙等を千V用します。
②帰宅時には、OA機器中縮湯器の電源を切り、節電に勢めます.

①綸曖薦機器の使用を節約します。
①グリーンカーテンを作ります.

嚇績内放選0使用を配慮します。

昨年層冥績以上

1椰 慶域下2薄腕以上のときにしか使

用しない,

一日蠍画まで

アンケート実施  囲暉圏卿瞬瑯¬ キャラクタ‐による掲示製層ヤ威
¨     酬査鴻馴量暑朧織

室榎上ニヒ主主ユ
Y 鼻直し 鐵饒まとめ

調騨 ]

掲示物作成(暉墳クイズ)

壼学期の第書果をグ争,fヒ

タテス鰻彰

統内研蔭による職爾の見直しl学期の結果をグラフ化

クラス畿彰 行動の再構築

環境キャラクター名前募集 3学期の結果をグラフイヒ

ケサエ表彰 来年度の計画

節電 0白 ノザ登校ダヽ結果

キャラクタニによ
る行動の呼|び かけ
行動 |め 1必1菫 .l■ を呼

水や節電の割合が上がった。
手洗いや歯みがきのときに、水を出しながらやらていることがあ
る3水道代が昨年度よりも上がっている。
トインの電気がついたままにならてぃるときがある。
アル ミ缶回収ができていない

会で調査結果
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ISO活 動がより身近に感 じら
れるように、キャラクターと名前
の募集を行つた。

○こげ)ま ま温暖化が続くと゛″
`

このまま温暖化が続 くとどうな
るのか ?と い うテーマで、将来、
予想される私たちの生活について
のポスターを作製 した。こうなら
ないためにも ISO活 動に取 り組も
う と呼びかけブし。

(露 )鉾徒機動職織
0生 徒会囲役

・清流の道プロジェクト

(清流の道の清掃活動を通して、季節
の変化を感じさせる)

・ペットボ トルキャップ集め
・書き損 じはがき集め
・地区生徒会によるボランティア

(露 )PT典翁臨鑢
○母親部の取 り組み

■‐轟|:■Ⅲ■1憮ニ

環境問題への関心を持つてもら
うために、環境 クイズの1/5示 物を

作成 した。体み時間や昼休みに問
題 に答えている姿が見 られた。全

部で 16個 の問題 を作成 した。

●帰 りF)会 での環境へめ

関心を高める活動

をクラスのみんなに高めてもらう
ために、環境 に関るクイズを出題
した。 「日本のC02排 出量は?J

Oす こやか委員会
・ ミニ トマ トの栽培
いノーゲームノーテ レビデーの実施
・給食残食調べ

○美 fヒ 委量会
各教室 ごとにひまわ
りやアガオの栽培
コスモスの種まき

どを使 つた コスター作

モ導〕戦料等饉曲1嗜 機難瑾問轟鰹輔奪磯学響
ф l年生 総合的な学習の露キ問
今年の 1年生は、「50の 心

で学ぼう、農業と鹿北Jを テー
マに学習 を行 うた。 農家 での

体験学習のほかに、梅 ちぎ りを ‐

行つて梅干 しや梅シロップを作 ■

つた り、落花生 を育てた。栽培
活動を通 して、生物の生長 を実
感 した り、 自然の恵みを実感す
る感性を養 うことをね らつている。
01年 生 自由研究 「溝流岩野り;|」

水生昆虫や p菫 測定、パ ックテス トなどを通 L/

て、着野川 の水質調査 を行 つた。 きれいなイメ
ー ジを持 っていたが、濁 つてい る場所 にすむ指

標 になつてい る動物 が上流 で見 られ るな ど、意

外な結果がでてきた。

● 2年 生 理科
｀ 1生 物多様性 を守るために」

今年は、国連が定める盤‐■響:∵

「生物多様性年Jであ り、

発電方法を学習する申で
り自転車発電機を借 りてき
転車でテ レビをつける体験
効資源に変わる自然エネル
た発電方法が開発されてい
だ。

霧i鬱凛菫]

0「 3記録Jの 「節水・節電・ 自力登校Jの 調査結果より、一学期は、
節水が75%程 度であったが、工学期にはほぼ 100%に なつた。節
電も工学期になり害J合が高くなつた。啓発活動や、環境委員が毎日調
査活動をしていることが他の生徒への意識へとつながつていると考え
られる。

○ 「3記録Jの 「電気代や水道代の月ごとのグラフJよ り、年度当初は

昨年度よりも値段が低かつた。グラフ化して視覚的に表示することに
よつて、自然と意識して行動することがうかがえる古

○今年は、 ISO活 動計画を立ち上げたことによつて、昨年度より計画
的に活動を行 うことができた。 5月 に全校生徒にとつたアンケー トや
生徒議会などからもらつたアイディアをもとに表彰を行つたり、キャ
ラクターを募集 して啓発活動を行 うなど、昨年度よリー歩進んだ取組
を行 うことができた。

O環境教育全体計画や、年間計画の見直しをすることで、様々な生徒会
の活動や、総合的な学習の時間、教科において関連しているものが多
いことにあらためて気づくことができた。今後は、職員や生徒が意識
できるように働きかけていくことが大切である。

(驚 )轟爾
O ISO活動の提案当初は生徒の意識も高いが徐々に簿れて

いく。「3記録Jの 「電気代や水道代の月ごとのグラフJ

より、後半になるにつれて消費量が増えている。新たに
呼びかける活動が必要である。

(キャ警クターによう呼びかけ→ )

○宣言において、実施できていない項目があるため、今後
内容を検討し、計画していく。

○活動を広めるために、環境委員会に広報部を設け、家庭
や全校生徒に知らせていく活動をしていきたい.

平成22年度「挙機版環境ISOJコンクー「Lにお計●取組
山薦市立鹿北中学構
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驚:恭iはヽ 鶴警

夏体 み に地

区 ご とに清

掃 作 業 な ど

の ボ ラ ンテ

ィアを行い、

環 境 保 全 ヘ

の 関 心 を高
める

今 年 の 秋

に花が咲

種から育てることで、生物の生命力

や尊さを感 じさせる。

文化祭において掲示物を作成 した


